オプション 



本装置に取りがけられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 


を意事項(一270ページ) 


取り付け/取り外しの準備(一272ページ) 


取り付け/取り外しの手順(一273ぺージ) 


本装置にオプションを増設する際のを意事項につ 
いて記載しています。作業を始める前に必ずお読 
みください。 

オプションを取りがけることができる状態にする 
までの手順を示します。本装置の電源を必ず OFF 
にして、電源コードをコンセントからあいてくだ 
ぎい。 

さまざまなオプションを取り付けを1つ1つ手順 
をおって説明します。 


ディスクアレイのためのケーブル接続(一318ページ）...オプションのディスクアレイコント□ーラを取り 

がけ、内蔵ディスクや外付けのデバイスをデイス 
クアレイ構成にするためのケーブル接続について 
説明します。 


0NL-31 1 3aN- 1 80Rd4-000-08-0404 
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注意事頃 

オプションを増設する際は次の点じついてを意してください。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け-取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





A\^\ 

A® 

QS 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人が死 
こする、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 m ページ似降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• DVD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A ま意 

A A 

装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ 
似降の説明をご覧ください。 

• 2人似下で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 

AA 

Q 


—般的な注意 


• オプションの取りがけ/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この場合の装置および 
部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承く 
ださい。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会せの保守員に取 
り付け/取り外しを行わせるようお勃めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指をする部品を使用して<ださい。指定じ(外の部品 
を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となりま 
す。 
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• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないことを磕認してください。特にネジなどの導 
電性の部品を置き忘れていないことを磕認してください。導電性の部品が内部のボード 
上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON にするとショートし、誤動作するばかり 
でなく故障の原因となります。 

• 装置内部のぶ却効果について磕認して<ださい。内部に配線したケーブルがぶ却用の穴 
をふさいでいないことを磕認してください。ぶ却効果を失うと装置内部の温度の上昇に 
より誤動作を引き起こします。 

• 八ードウエア構成を変更した場合も、必ずシステムをアップデートしてください 
(Windows Server 2003では3章、 Windows 2000では4章を参照）。 


静電気が策について 


本装置内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取りがけ-取り外しの際は 
静電気による製品の故障に十分を意して<ださい。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に本体の塗装されていない金属フレームに触れて身体に蓄積された静電気を放電しま 
す。 

また、作業中はを期的に金属フレームに触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行って<ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取り付ける部品は本装置に組み a むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-を部品の端子や実装部品に触れないよう取り扱って<ださい。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 


8 オプション 
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取り付け/取りかしの準備 

次の手順に従って部品の取りがけ/取り外しの準備をします。 

1 . 0S のシャットダウン処理を巧う。 

2 . POWER スイッチを押して本装置の電源を OFF (POWER ランプ点滅）(こする。 

3 . 本装置の電源コードをコンセントか6抜く。 

本装置前面にある電源ユニットの AC ランプが消灯します。 

4 . 本装置背面に接続しているケーブルをすべて取り外す。 

5 . 本装置の前後左ちおよび上部(こ1〜 2m のスペースを確保する。 
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取りがけ/取りかしの手順 

次の手順に従って部品の取りがけ/取り外しをします。 


•5 インチ八ードディスクドライブ 


本装置の前面にある 3.5 インチディスクベイには、2つのス□ットが用意されています。八一 
ドディスクドライブは取り付けられていません（ビルド•トゥ-オーダーを除く）。別途購入 
してください。 

— «〇 • 體社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サードパー 
ティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 J \- ドディスクドライブだけでな 
く本体び故障ずるおそれびあります。次に示すモデルをお買いホめください。 

- N 81曰 0-177(3 巨. 3 GB 、 1已，000 rpm 、 Ultra 32 0) 

- N 8150-178(73.2 GB . 1己，000 rpm 、 Ultra 32 0) 

• 3.己インチディスクベイに取り付けた八ードディスクドライブでディスクアレイを構築 

する場合は、 RAID レベルを RAID 0 か RAID 1 に設定してください。 

2つのス□、ソトには約 25.4 mm (1 インチ)厚の八ードディスクドライブを取りがけることがで 
きます 。 SCSI ID は左が IDO 、 ちが ID 1 に固定で設をされています。 



IDO ID1 


化荷時の構ぶでは、 3.5 インチディスクベイのケーブルが I / O ボード上の SCSI コネクタ A に 
接続されています。 

ディスクアレイを構成する場合は、 SCSI バックプレーン上のコネクタと I / O ボード上の SCSI 
コネクタ A の闇に接続されているケーブルを取り外し、標準で内部に配線されているディス 
クアレイ用の SCSI ケーブルを SCSI バックプレーン上のコネクタとディスクアレイコント 
□ーラに接続します。増設する八ードディスクドライブは同一の型番のものを使用してくだ 
さぃ。 

3.5 インチディスクベイの空きス□、ソトにはダミートレー（八ードディスクドライブの取りが 
けられていないトレー）が取り付けられています。これは装置内部のを却効果を高めるため 
のちのす。 

八ードディスクドライブを搭載していないス□、ソトにはダミートレーを取りがけてくださ 
い。 


8 オプション 
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3 . ダミートレーを取り外す。 

トレーの□ックを解除し、レバーを手前 
(こ引いて、ゆっくりとていねい(こ装置か 
6取り化してください。 

w-OiE 

ダミートレーは大切に保管しておいて 
<ださい。 


取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取りがけます。その他のス□、ソトへの取り付けも 
同様の手順で行えます。 

I ハードディスクドライブは、フロントべゼルを取り付けたままで取り付け/取り外しを行う 

ことができます。またディスクアレイ構成では本装置の電源が ON のままでも行えます。 

n-O • J \- ドディスクドライブは同じ回転速度のものを取り付けてください。 

• ディスクアレイを構成している場合は、同じパックを構成する八ードディスクドライブ 
は同一の型番のものを使用してください。 

1 . 272ページを参照して準備をする（ディスクアレイ構成時を除く）。 

2 . 八ードディスクドライブを取りがけるス□、ソトを確認する。 

ス□ットは2つあります。また 、 SCSI ID はス□ットの位置でままっています(左が SCSI IDO 、 ち 
が SCSI im )。 


「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 

「 「「「「「「「「 I - 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 


M 



4 . 八ードディスクドライブの八ンドル□、ソ 
クを解除して、八ンドルを開く。 




















己 八ンドルを完全に開いた状態にして、増 
設する八ードディスクドライブ（トレー付 
き）と八ンドルをしっかりと持ってス□、ソ 
卜へ挿入する。 

奥に突き当たるまで差し込みます。 

W-OIM 

• ハンドルのフックびフレームに当 
たるまで巧し込んでください。 

• 八ードディスクドライブは落とし 
たり、振動を与えたりしないよう 
にしつかりとていねいに持ってく 
ださい。 


巨. 八ンドルをゆっくりと閉じる。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされます。 

w-Oi^ 

八ンドルとトレーに指を挟まないよう 
にま意してください。 

八ンドルのフックがフレーム(こ引っ掛 
かっていることを確認してください。 


t 又上で完了です。 
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「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 
「「「「「「「「「「 


回 


#◎ 
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取り外し 


A - ドディスクドライブは r 取りがけ」の手順1〜3と同じ手順で取り外せます。八ードディス 
クドライブを取り外したまま本装置を使用する場合は、空いているス□、ソトにダミートレー 
を取り付けてください。 


4/ 八ードディスクドライブが故障したためにディスクを取り外す場合は、八ードディスクドラ 

云巧]イブのディスク エラー ランプがオレンジ色じ点灯しているス□、ソトをあ6かじめ確認してく 
ださい。 



'デイ スク エフー フン プ 


ディスクアレイ構成の場合、故障した八ードディスクドライブの交換後、交換した新しい 
ディスクに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす W 前の状態に戻すことの 
できるオートリビルド機能を使用することができます。 

才ートリビルド機能は、 RAID 1に設をされているディスクアレイで有効です。 

オートリビルドは、故障した八ードディスクドライブをホ、ソトスワップ履源 ON の状態での 
ディスクの交換)するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、八ード 
ディスクドライブにあるディスクエラーランプがオレンジ色に点滅してオートリビルドを 
行っていることを示します。 


• オートリビ j レドに失敗すると、八ードディスクドライブにあるディスクエラーランプび 
オレンジ色に点なします。もう一度ディスクの取りがし/取り付けを行ってオートリビ 
ルドを実行してください。 

• ディスクアレイ監視ユーティリティをインス I ルしている場台は次のような表示や動 
作をすることびありますび、オートリビルド終了後、オートリビルドを行った八ード 
ディスクドライブの D 旧 K ランプびオレンジ色に点打していなければ、才ートリビルド 
は正常に行われています。 

-才ートリビルド中に 「Rebuild was canceled 」 と画面に表示される。 

-オートリビルドをいったん終了して再開しているような動作をずる。 




因因 C s 


因曰因因 
r \ I I I I—1 1 —, 
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オートリビルドを行うときは、次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
OFF じしないでください。 

♦ 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けは、90秒じ(上の間隔をあけて行ってくだ 
ぎい。 

♦ 他にリビルド中の八ードディスクドライブがある場合*は、ディスクの交換を行わないで 
ください（リビルド中は八ードディスクドライブじあるディスク エラー ランプがオレンジ 
色に点滅しています）。 

例えば同じディスクアレイコント□ーラに D に K 増設ユニットを接続し、 DISK 増設ユ 
二、ソト内の八ードディスクドライブがリビルド中である場合。 


8 オプション 
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トップカ八一 


システム内部のデバイスにアクセスする場合は、トップカバーを開けます。 

1. 272ページを参照して準備をする。 

2. 2章を参照して、本体をラックか6引き化す。 

ストッパじよって□ックされるまで引き化してください。 

I vr-Ol^ 

I □ックを解除して、□ックされた位置より引き出さないでください。 

3. リリースラッチを押して□ックを解除し、前面か6見て左側のカバーを開ける。 

4. ち側のカバーを開ける。 

I M-O システム内部の冷却効果を保つために電源を ON にする前にトップカバーを確実に閉じてく 
ださい。また、冷却性能び低下し内部の部品に損傷を与えないためにカバーを開けたまま運 
用しないで < ださい。 



トップカバーを閉じる前に、装置内部に工具やネジなどを置き忘れていないことや、装置内 
部の部品が磕実に固をされていること、取りがけ忘れの部品がないことなどを確認してくだ 
さい。 
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PCI ボー 


8 


PCI-X ボー ドス □、ソ 


®-1 
① -2 
① -3 
① -4 
① -5 
① -6 


PCI# 1 (PCI バス A 、 64-bit 
PCI#2(PCI バス A 、 64-bit 
PCI#3(PCI パ'ス B 、 64-bit 
PCI#4(PCI；\X B. 64-bit 
PCI#5(PCI バス C 、 64-bit 
PCI#6(PCI バス D 、 64-bit 
A は ention ランプ （ 6 個） 

Power ランプ （ 6 個） 

PCI バス B ク□、ソクジャンパ 

( 1 ) 


66MHz 、 3.3V PCI-X) 
66MHz 、 3.3V PCI-X) 
100 MHz 、 3.3V PCI-X) 
100MHz. 3.3V PCI-X) 
133MHz 、 3.3V PCI-X) 
133MHz 、 3.3V PCI-X) 


( 1 ) 


〇 〇 

(2) 

〇 〇 

〇 〇 


〇 〇 

m 


〇 〇 

〇 〇 


m 


PCI バス C/D ク□、ソクジャンパ 

( 1 ) 


B 


( 2 ) 


〇 〇 


(3) 


巧 ) 




(4) 


B 


〇 

〇 

〇 〇 


〇 〇 


PCI#3 、 #4 のク□ックの上限を 
100 MHz に設定 ( 出荷時の設定 ) 

に） PCI#3 、 #4 のク□ックの上限を 
66MHz に設定 

(1 ) 化荷時の設定 

に） PCI#5 のク□ックの上限を 
66MHz に設定 

(3) PCI#5 のク□ックの上限を 
100 MHz に設定 

(4) PCI#6 のク□ックの上限を 
66MHz に設定 

( 己） PCI#6 のク□ックの上限を 
100 MHz に設定 





本装置には、 PCI ボードを取り付けることのできるス□ットを6ス□、ソト用意しています。さ 
らじオプシヨンの PCI 拡張ユニットを接続すると12枚の PCI ボードを増設することができま 
す。 

PCI ボードの中には、本装置の電源が ON のままで取り付け/取り外しができる r ホ、ソトプラ 
グ」をサポートしているものがあります。ホットプラグは、 N 8104 -86/111 100 BASE-TX 
接続ボードと N 8104 -103/1 131000 BASE - T 接続ボードのみです。 

M-O • PCI ボードは大変静電気に弱い電子部品でず。本装置の金属フレーム部分などに触れて 
居^ 身体の静電気を逃びしてか 5 PCI ボードを取り扱ってください。また、 PCI ボードの端 

子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ボードを直接机の上に置いたりしないでくださ 
し、。静電気に関する説明は271ページで詳しく説明しています。 

• 取り付ける PCI ボードによっては PCI - X ボード上のジャンパの設定を変更する必要びあ 
りまずび、指定のない限りジャンパの設定は変更しないでください。設定を誤ると装置 
び誤動作をずる原因となります。 


PCI ボードじは、 5 V PCI ボードと 3.3 V PCI ボード、ユニバーサル PCI ボードがありますが、 
5 V PCI ボードを本装置に取り付けることはできません。 



5V PCI ボード 
( 使用できません） 


3.3V PCI ボード 


ユニバーサル PCI ボード 
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① 


逗③な 
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ディスクアレイコント□ーラに関するを意事項 

ディスクアレイコント□ーラを搭載し、ディスクアレイを構築する上でを意していただきた 

い点について説明します。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、八ードディスクドライ 
ブを初期化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブに大切な 
データがある場合は、バックアップを別の八ードディスクドライブにとってからボード 
の取り付けやディスクアレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築するには2台]: i 上の八ードディスクドライブが必要です。 

• ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブはパックごとにディスク回転速 
度と容量が同じ八ードディスクドライブを使用してください。 

• ボードを取り付けられるス□、ソトについては次ページを参照してください。 

ディスクアレイコント□ーラボードは本装置内部に最大4枚まで取り付けることができま 
す。 

• ディスクアレイコント□ーラボードを取り付けた本装置はディスクアレイ構成のさまざ 
まな RAID (Redundant Arrays of Inexpensive [ Independent ] Disks ) レベルを設をす 
ることができます。設定できる RAID やデータ転送速度、アレイ構成についての詳細な説 
明は、ディスクアレイコント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

•ディスクアレイを構成すると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構ぶする八ードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さ<なり 
ます （ RAID 1、5、0+1の場合)。 

• BIOS Configuration / Setup ユーティリティの 「Advanced Setup 」 サブメニューの 「PCI 
Slot/Device Information 」 で取り付けたス□ット番号のパラメータの 「Option ROM 
Execution 」を 「 Enabled 」 にしてください（オプション ROM を搭載した PCI ボードは標準で 
「 Enabled 」 に設定されています)。ディスクアレイコント□-ラを複数枚搭載した場合は、 
起動させたいボードのス□、ソトのみを 「 Enabled 」 じしてください。 

• ディスクアレイコント□ーラボードを交換する場合 

巧換前のボードのディスクアレイの構成情報（コンフィグレーション情報）をフ□、ソピー 
ディスクにセーブし、交換した後のディスクアレイコント□ーラボードにリストアして 
ください。セーブとリストアは EXPRESS 目 UILDER の RAID 情報のセーブ/リストア機能 
を使用します。詳しくは、6章を参照してください。 

なお、ディスクアレイコント□ーラを交換した場合は、コンフィグレーションユーティ 
リティを使って新規にコンフィグレーション情報を作成してください。 

• 複数のディスクアレイコント□ーラボードを搭載する場合、起動させたいシステムディ 
スクが接続されるディスクアレイコント□ーラボードは PCI ス□、ソト番号で起動優先順位 
が一番高いス□ットに搭載してください （ PCI # 1 一 PCI #2 一 PCI #3 一 PCI #4 一 PCI #5 一 
PCI #6 の順です）。例えば、4枚のディスクアレイコント□-ラボードを PCI ス□、ソト#3 
〜#6に搭載した場合、システムディスクは PCI ス□、ソト#3に搭載したボードに接続しま 
す。 

Pl; PCI スロットの起動優先順位は BIOS Configuration/Setup ューティリティで任意に変更 
[^>7F] することもできます。 
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搭載可能ス□ット 

本装置がサポートしている PCI ボードと搭載可能なス□、ソトの一覧を次に示します。 


〇:搭載可能一:搭載不可 





PCI-X 





#1 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 





バス A 

バス B 

バスに 

バス D 


型番 

製品名 


64-bit/ 

66MHz 

64-bit/ 
100 MHz 

64-bit/ 

133MHz 

備考 

ス□ットサイズ 

Full-height 



PC 曜圧 

3.3V 




搭載可能な 
ボー ドサイズが 

フルサイズ（リンテンションを 
取り夕 I' ず必要あり)/ショート 




ホットプラグ 

対応 


N 8103 -56 

SCSI コント□ーラ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N8 103-75 

SCSI コント□ーラ 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 


N 8103 -81 

ディスクアレイ 
コント□ーラ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大 4 枚搭載巧 

N 8190-100 

Fibre Channel コント 
□—ラ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8103 -200 

Fibre Channel コント 
□—ラ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8190 -105 

Fibre Channel コント 
□—ラに如 ps/Optical) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N8104-112 

1000 BASE-SX 
接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

最大 1 枚搭載巧。 

AFT 機能を使用する場合は同 
じボードを 2 枚ま含載 
巧。 N8 104-84 との混在不 
巧。 

N 8104 -84 

1000 BASE-SX 
接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大 1 枚搭載巧。 

AFT 機能を使用する場合は同 
じボードを 2 枚まで}苔載 
巧。 N 8104 -103/ 

1 に/ 113 との混在不可。 

N 8104 -103 

1000 BASE-T 
接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

最大 4 枚搭載巧。 

AFT 機能を使用する場合も同 
じボードを 4 枚まで搭載 
巧。 N 8104 -84 との混在不 
巧。 

N 8104 -113 

1000 BASE-T 
接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

最大 2 枚搭載巧。 

AFT 機能を使用する場合も同 
じボードを 2 枚まで搭載 
巧。 N 8104 -84 との混在不 
巧。 

N 8104 -86 

100BASE-T 
接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大 2 枚搭載巧。 

AFT 機能を使用する場合も同 
じボードを 2 枚まで搭載巧。 

N 8104-111 

100BASE-TX 
接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大 4 枚搭載巧。 

AFT 機能を使用する場合も同 
じボードを 4 枚まで搭載巧。 

N 8104-101 

高速回線ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8104 -102 

高速多回線ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



*1PCI 拡張ユニットの同ーバス上のス□、ソトに 133MHz の力ードを 2 枚搭載した場合は、 100 MHz で動作 
します。 


*2 ボードの奥行きサイズを示しまず。 173.1 mm (ショートサイスまたは 3 に mm (フルサイズ)まで搭載で 
きます。 

■L AFT/ALB の Teaming について 

I ヒント I 標準ネットワーク（オンボード LAN) とオプション LAN ボードで同一の AFT/ALB の Teaming を 
組むことはできません。 


8 オプション 


281 










































ホットプラグに対応していない PCI ボード 

ホ、ソトプラグに対応していないボードの取り付け-取り外し手順を示します。 


取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取り付けを行います。 


^ • PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス□、ソトのコネク 

夕形状が合っていることを確認してください。 

• PCI ス□、ソトの間には r インシュレータ」が取り付け6れています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのもので 
す。取りがけ/取りかしの後にインシュレータを正しく取り付け6れていること、およ 
び正しく固定されていることを確認してください。 


1. 272ページを参照して準備をする。 

w-OiM 

ホットプラグに対応していないボードはシステムの電源を OFF にして取り付けてください。電 
源び ON のまま取り付けると、システムび誤動作ずるおそれびあります。 

2. 本装置をラックか6引き化すに章参照)。 

3. トップカバーを開く （278 ぺージ参照)。 

4. ボードを取り付けるス□、ソトを確認する。 

己. 取りがけるス□、ソトと同じ位置じある増設ス□、ソトカバーの先端じあるオレンジ色のリテンシヨ 
ンラッチを後方(こ押して□ックを解除し、タブを開く。 


巨. 増設ス□ットカバーを取りかす。 

I w-OiM 

I 取りがした増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 


7. ダストカバーを取りかす。 

I w-oira 

I 取りがしたダストカバーは、大切に保管しておいてください。 


8. フルサイズ（□ングボード）を取り付ける際は、前面側の力ードガイド清色）を開く。 


ボードにリテンションが取り付け6れて 
いる場合は、リテンションを取り外して 
ください。 

9. ガイドレールの溝(こボードを合わせて 
ゆっくり本装置内へ差し込む。 
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10. ボードの接続部分がス□、ソトに確実に接続するようしっかりとボードを押し} A む。 


うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直してく 
ださい。ボードに過度の力を加えるとボードを破損するおそれびありまずのでま意してくださ 
い。 


I チェッ匀 


□ングボードを取りがけた際は、前面側のカードガイドを閉じてボードを固定してくださ 
し、 

PCI ス□、ソトの間には r インシュレータ」が取り付け6れています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取り付け/取りかしの後にインシュレータを正しく取り付け6れていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 


カー ドガイド 
(□ン グカード 
の場合） 



1. タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 


I チェッ匀 


タブが確実に□ックされていないと PCI ス□、ソトに電源が供給されず正常に動作しません。確実 
(こ□ックされていることを確認してください。 


8 オプション 
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12. 取り外した部品を取り付ける。 

13. 本装置の電源を ON にして POST の画面でボードに関するエラーメッセージが表示されていないこ 
とを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細(こついては7章を参照してください。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取りがけの逆の手順を行って<ださい。 


ホットプラグに対応している PCI ボードの取り付け-取り外し 

本装置は、システムの電源が ON のままでホ、ソトプラグに対応した PCI ボード*をを換した 
り、新しく追力□したりすることができます。 

• ホ、ソトプラグに対応しているボードは N 8104 -86/1 11100 BASE-TX 接続ボードと N 8104 -103/ 
1131000 BASE-T ボードのみです。 

PCI ホットプラグじは、次の機能があります。 

• Hot Add : システムの電源が ON の状態でホ、ソトプラグ対応の PCI ボードの取り付 

けをする。 

• Hot Remove : システムの電源が ON の状態でホ、ソトプラグ対応の PCI ボードの取り外 

しをする。 

• Hot Replace : システムの電源が ON の状態でホ、ソトプラグ対応の PCI ボードの交換を 

する。 

n-O • PCI ボードを取り外 r 際は、 if ^’ OS(Windows Server 2003または 、 Windows 
200 0) か 5 PCI ボードを搭載しているス□ットのドライバを停止させなければいけま 
せん。この操作をしないとシステムび動作しなくなることびあります。 

• PCI ホットプラグを行う場台は、必ず Administrator の権限を持つユーザーで□グイ 
ンして < ださい。 

• ス□ット#1と拌 2( PCI バス A ) の一方にあ5かじめボードび取り付け5れているとき 
は、もう一方のス□ットへ Hot Add する場台はすでに取り付け5れているボードと同 
一、 もしくはそれ杉上のク□ックスピードで動作するボードでなければなりません。 

ス□ット#3と# 4( PCI バス B ) の一方にあ5かじめボードび取り付け5れているとき 
は、もう一方のス□ットへ Hot Add する場合はずでに取り付け5れているボードと同 
一のク □ ックスピードボードでなければなりません。 

取り付け5れているボードよりおいク□ックスピードのボードを Add すると、 PCI ス 
□ット A け ention ランプび点打し、画面にエラーメッセージび表示され、ホットプラグ 
び正常に行えません。 
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ステータス ランプの確認 

ホ、ソトプラグによるボードの取り付け/取り外しをする場合は、インシュレータの上にある 
2つのランプを参照してください。 

• PCI ス □ ット Power ランプ 

そのス□、ソトおよびス□、ソトに取りがけられている PCI ボードに電力が供給されているこ 
とを示すランプです。本装置の電源が ON の状態で、ボードを固をするリテンションラ、ソ 
チが閉じている間、緑色に点なします。一度タブを開くと、ボードを取りがけない限り 
緑色に点なしません。 

• PCI ス □ ット Attention ランプ 

PCI ボードや PCI ボードを取りがけたス□、ソトに異常が起きるとオレンジ色に点なしま 
す。また 、 Hot Remove や H 饥 Replace の際に 0 S からドライバを停止させた場合も点灯 
します。 


タブ 



8 オプション 
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Hot Add 


Hot Add は次の手順で行います。 


1 . 電源が ON の状態のまま本装置をラ、ソクか6引き出すに章参照)。 

2. トップカバーを開くに78ページ参照)。 

3. ボードを取り付けるス□、ソトを確認する。 

4. 取り付けるス□、ソトと同じ位置じある増設ス□、ソトカバーの先端にあるオレンジ色のリテンショ 
ンラッチを後方(こ押して□ックを解除し、タブを開く。 

I チェック I 

ボードを取り付けたス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプがあ6かじめ点のしていた場合は、ラ 
ンプが消灯します。 

5. 増設ス□ットカバーを取り外す。 

I vr-Ol^ 

I 取りがした増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 

巨. ダストカバーを取りかす。 

I w-oira 

I 取りがしたダストカバーは、大切に保管しておいてください。 

7. フルサイズ（□ングボード）を取りがける際は、前面側の力ードガイド(青色）を開く。 

ボードにリテンションが取り付け6れて 
いる場合は、リテンションを取りかして 
ください。 

8. PCI ボードをゆっ <リ本装置内へ差し} A 
む。 

9. ボードの接続部分がス□ットじ確実(こ接 
続するようしっかりとボードを押し込 
む。 

irOlE 

うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直してく 
ださい。ボードに過度の力を加えるとボードを破損するおそれびありまずので注意してくださ 
し、。 



• PCI ス□、ソトの間には r インシュレータ」が取り付け6れています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取り付け/取り外しの後(こインシュレータを正しく取り付け6れていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 

• □ングボードを取り付けた際は、カードガイドを閉じてボードを固定してください。 
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リテンション 



10. PCI ボードを手でしっかりと支えなが6ボードにケーブルを接続する。 

11. タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 

PCI ス□、ソト Power ランプが1度点滅した後、点のします。 

• L 励 

0 S によって自動的にボードが認識されドライバがインストールされます。 

I チェック I 

PCI ボー ドや PCI ボー ドを取りがけた ス □、ソ ト (こ異常があると PCI ス □、ソ ト Attention ランプが才 
レンジ色に点灯します(上図参照)。 

12. トップカバーを閉じ、本装置をラックへ戻す。 


8 オプション 
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13. JU 下の手順で取り付けた PCI ボードが正常に認識され、動作していることを確認する。 

① [コント□-ルパネル]一[管理ツール]一[コンピュータの管理]一[デバイスマネージャ]の順 
でデ) \イスマネージャを起動する。 

② 追加したボード(こ力ーソルを移動する。 



③プ□パティの r 全般」を表示させて、デバイスの状態が正常に動作していることを確認する。 



PCI ス□、ソトの位置によって 
表示が異なります。 
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Hot Remove 

Hot Remove は次の手順で行います。 

1. 次の手順で取りかしたいホ、ソトプラグ PCI ボードが使用しているデバイスドライバを停止する。 

I 

I PCI ボードを取りがず際は、必ず 0 S か 5 PCI ボードを搭載しているス□ットのドライバを停止 
I させなければいけません。この操作をしないとシステムび動作しなくなることびありまず。 

① [コント□-ルパネル]の[八ードウエアの追加と削除]を開く。 

[八ードウエアの追加と削除]ウィザードが起動します。 

② [次へ]をクリックする。 


/トドウ:[アの這力化刖除ウィザード 



A -ドウェアの追力 D と削除ウイザードの開始 

の 胤日、 賺 、取りかし、 もよリトラカレ 


綻巧するじは、じか]を如》ルてく巧 


、]を如か U ： び^^"^ 、 

-戻る物 Ijj …巧峨キャン tz ル I 


③八ードウエアに関する作業の選択で、[デバイスの削除/取りかし]を選択し、[次へ]をクリツ 
クする。 


/卜阳 I アのお加と刖除ウィザ- 


A — ドウ1アに团する巧柔の适巧 

A - ドウがじ聞してどのな業を巧いますか？ 


國 


A —阳 I アじ開して巧う巧業を进巧してじか0をクリックしてください。 

广 S 憔媽雜»さテ篇磐 I S イスび正巧じか巧していむい巧合は、このがシヨシを进 



④削除操作の選択で、[デバイスの取り外し]を選択し、[次へ]をクリックする。 


刖なな化の这巧 

デバイスを一時的または恒久的に削除できます。 


國 


実行する刖除の巧巧を遥巧してじた/\]をウリ》ルてください。 
广デバイスの刖除(山 


;氧な鄉觀餐。‘ 


I かす、まをは巧り化すじは、このオプションを规 R します。！ 


_<戻る®」^汝へ(が> I _キャン t ル」 


8 オプション 
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⑥取り外すデバイスの選択でデバイスを選択し、[次へ]をクリックする。 


巧0外すデバイスの适巧 

恥!かすデバイスを速んでください。 


が 巧りかす巧 S イスを巧巧してじか]を饥 

ンピュ-夕からデバイスを恥)かしてください, 

广ソ王尸 T/n Avny ： 

I 押卿町 iTiiaEBBH ■巧呵 bJ — 


Intel ( R ) PRO /1 00 S Server Adapter -巧所 7 
厂聞巧デバイスをま示するを） 


ブ□バティが」 


<戻る(日）」汝へ妙〉]_キサン垃レ」 


⑥デバイスの確認で取り外すデバイスが使用しているドライバであることを確認して[次へ]を 
クリ、ソク する。 

[八ードウエアの追加と削除]ウィザードが完了します。 


^卜阳 j アの追加と刖陈ウィザ-ド 


デバイスの確置 

このデバイスを巧りかしますか？ 


ホのデバイスが亭止しまんじか0をウリツクしてデ"イスがき止してください。 




⑦[完了]をクリックする。 



2. 電源が ON の状態のまま本装置をラ、ソクか6引き出すに章参照)。 

3. トップカバーを開け、取り外す PCI ボードのス□、ソトを確認する。 

I チェック I 

取り外す PCI ス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが消灯し、 PCU □、ソト Attention ランプが点 
义了していることを確認してください。 
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4. ボード(こ接続しているケーブルをすべて取り外す。 


己. フルサイズ（□ングボード）を取り外す場合は、前面側のカードガイド(青色）を開く。 

巨. オレンジ色のリテンションラッチを後方(こ押して□ックを解除し、ゆっくりとタブを開いて PCI 
ボードを取り外す。 



7. 増設ス□ットカバーを取りかしたス□ット(こ取りがけ、タブを静かに閉じる。 

I w-oira 

I PCI ボードを取りがしたス□ットには、本装置の電磁放射特性および冷却性の維持のために必 
I ず増設ス□ットカバーを取り付けてください。 

PCI ス□、ソト Power ランプが1度だけ点滅し、 PCU □、ソト Attention ランプが消なすることを確 
認してください。 

8. ダストカバーを取り付ける。 

9. トップカバーを閉じ、本装置をラック(こ戻す。 


8 オプション 
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Hot Replace 


Hot Replace は次の手順で行います。 

1. 次の手順でを換したいホ、ソトプラグ PCI ボードが使用しているデバイスドライバを停止する。 

I 

I PCI ボードを取り外す際は、必ず 0 S か 5 PCI ボードを搭載しているス□ットのドライバを停止 
I させなければいけません。この操作をしないとシステムび動作しなくなることびありまず。 

① [コント□-ルパネル]の[八ードウエアの追加と削除]を開く。 

[八ードウエアの追加と削除]ウィザードが起動します。 

② [次へ]をクリックする。 



③八ードウエアに関する作業の選択で、[デバイスの削除/取り外し]を選択し、[次へ]をクリツ 
クする。 
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④削除操作の選択で、[デバイスの取り外し]を選択し、[次へ]をクリックする。 


刖なな巧の这巧 

デバイスを一剛うまたは'恒え的に刖除できます。 


実行する刖除の巧巧を涯巧してじか0をクリックしてください。 

广デバイスの刖除(比_ 


r 孰總擲嫌。‘ 


Iかす、または取り化すじは、このオプションを进巧します。 i 


<戻る職」ホへ妙> I _キャンセル」 


⑥取り外すデバイスの選択でデバイスを選択し、[次へ]をクリックする。 


へー ドウ:[アの适加と削除ウィザ-ド 


巧0外すデバイスの适巧 

脱!かすテパイスを涅んでください。 


受 


して 做い。 疆し版麵献れ たら] 


W, 、—广ソ J 尸了/、つ乂でド 

[ 押が 113 B 柳 I 巧 TifipgJ 


Intel(R) PRO/100 S Server Adapter -巧巧 7 
厂聞法デパイスをま示するを） 


プ山なィを） J 


<戻る(巨）」汝への)> I _キャンもレ」 


⑥デバイスの確認で取り外すデバイスが使用しているドライバであることを確認して[次へ]を 
クリ、ソク する。 

[八ードウエアの追加と削除]ウィザードが完了します。 



8 オプション 
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⑦[完了]をクリックする。 



2 . 電源が ON の状態のまま本装置をラ、ソクか6引き出すに章参照)。 

3 . トップカバーを開け、取り外す PCI ボードの ス□、ソ トを確認する。 


I チェック I 

取り外す PCI ス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが消灯し、 PCU □、ソト Attention ランプが点 
义了していることを確認してください。 

4 . ボード(こ接続しているケーブルをすべて取りかす。 


已.フルサイズ（□ングボード）を取り外す場合は、前面側の力ードガイド清色）を開く。 


巨.オレンジ色のリテンションラッチを後方に押して□ックを解除し、ゆっくりとタブを開いて PCI 
ボードを取りかす。 

PCI ス□、ソト タブ 

カードガイド Attention ランプ 

(□ングカード 
の場合） 















































7. PCI ボードをゆっくり本装置内へ差し込む。 

目. ボードの接続部分がス□、ソト(こ確実(こ接続するようしっかりとボードを押し込む。 


うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直してく 
ださい。ボードに過度の力を加えるとボードを破損するおそれびありまずのでを意してくださ 
い。 


I チェッ匀 


PCI ス□、ソトの間(こは r インシュレータ」が取り付け6れています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取りかしの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取り付け/取りかしの後にインシュレータを正しく取り付け6れていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 

□ングボードを取りがけた際は、カードガイドを閉じてボードを固定してください。 


カードガイド 
(□ングカード 
の場合） 


PCI ス□ツト 々ブ 

A は ention ランプ 



9. PCI ボードを手でしっかりと支えなが6ボードにケーブルを接続する。 


8 オプション 
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10. タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 

PCU □、ソト Attention ランプが消灯し、 PCU □、ソト Power ランプが1度点滅した後、点なしま 
す。 

•L 画 

0 S によって自動的にボードが認識されドライバがインストールされます。 


PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□、ソトに異常があると PCI ス□、ソト Attention ランプが才 
レンジ色(こ点のします(前ページの図参照)。 

11. トップカバーを閉じ、本装置をラック(こ戻す。 

12. J：rF の手順で取り付けた PCI ボードが正常に認識され、動作していることを確認する。 

① [コント□-ルパネル]一[管理ツール]一[コンピュータの管理]一[デバイスマネージャ]の順 
でデノ \イスマネージャを起動する。 

② 追加したボード(こ力ーソルを移動する。 



③プ□パティの r 全般」を表示させて、デバイスの状態が正常に動作していることを確認する。 


をおI詳础記定1ドライバIリリ-スI 
巧^^ Intel(R) PR0/1 邮0 XT Server Adapter #2 




デバイスの桂辨 ネットワ-クアダプタ 

お适元： Intel 

巧所： 巧巧5か CI パス7.デバイス3.權能 0) 



デバイスのほ用が;'记(が： 

「このデバイスをほう南她 z \ 

OK I キャンセル 


PCI ス□、ソトの位置によって 
表示が異なります。 
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ッピングブラケッ 



SMP 拡張モジュールごとにシッピングブラケットが取り付けられています。シッピングブラ 
ケットは本体の輸送の際に SMP 拡張モジュールを確実に固をするためのものです。 

じ(下の手順で行って < ださい。 

取り外し 

次の手順に従ってシ、ソピングブラケットを取り外します。 

1. 本体ち側か6ネジに本）を外す。 

2. トップカバーを開くに78ページ参照)。 

3. シッピングブラケットの左ちじある八ンドルを持ち、ブラケットを引き上げて取りかす。 

SMP 破;張モジュールを1台搭載している場合は、 SMP バッフルを外した後、ブラケットを外すこ 
とができます。 


八ンドル 


シッピングブラケット 


SMP 拡張モジュール(標準装備*) 


SMP 拡張モジュール(増設用） 



ネジ 


* SMP 拡張モジュール(増設用）の下にあります。 SMP 拡張モジュール 
(増設用）を取りがけていない場合は、 SMP バッフルが置かれています。 


取り付け 

取りがけは取り外しの手順の逆を行ってください。 SMP 拡張モジュールを磕実に固をするた 
めに、シッピングブラケットを取り付けてください。 


8 オプション 
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SMP 扼張モジュール(増設 CPU / メモリバックボード) 


SMP 拡張モジュールは、 L 4 システム羊ヤツシュと DIMM 、 CPU 、 VRM 、 バックボード、力 
バーで構成されています。 



SMP 拡張モジュール 


はじめにじ(下を確認してください。 

• 運用には最低でも標準搭載の SMP モジュールが必要です。 

• SMP 拡張モジュールを1台で運用する場合は、その上に SMP パ、ソフルを取りがけてくだ 
ぎい。 

• SMP 拡張モジュール(増設側)には、最低1つの CPU を実装する必要があります。 

• DIMM は、 DIMM アクセスドアからも取りがけることができます。 DIMM アクセスドアに 
ついてはこの後の項を参照してください。 

• SMP 扳;張モジュールを取り化す前にシ、ソピングブラケットと EMC シールドを取り外して 
ください。詳細は、前述の r シッピングブラケット」および、次ページの取り外しの手順 
を参照してください。 

• 増設した SMP 拡張モジュールを取り外した後は 、 BIOS Configuration / Setup ユーティ 
リ ティを実行して エラーを クリアしてください。 

<クリア方法> 

「Advanced Setup 」 一 ！" SMP Expansion Module 2 State 」 一 Enabled に設定:して再 
起動させる。 
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取り外し 

次の手順に従つて SMP 拡張モジュールを取り外します。 


1. 本体ち側か6ネジに本）をかす。 

2. トップカバーを開< に78ページ参照)。 

3. シッピングブラケットを取り外すに97ページ参照)。 

SMP 拡張モジュールを1台搭載している場合は、 SMP バッフルをかした後、ブラケットをかすこ 
とができます。 

4. オプションの SMP 拡張モジュールを追加して、 SMP 拡張モジュールを2台搭載している場合は、 

リア側のそれぞれの SMP 拡張ポート1、 之からスケーラ ビリティケーブルを取りかす。 

スケーラビリティケーブルを本体背面の SMP 破;張ポートか6取り外す際は、下図のようにコネ 
クタのハウジング部分①を装置側へ押しなが6青色のリリースタブ②を手前に引いて□ックを 
解除してか6ケーブルを引き抜いてください。 


②リリースタブを引いて 
□ックを解除する 



己. EMC シールドを固定している青色のセットスクリューをゆるめ、 EMC シールドを取り外す。 

巨. SMP 拡張モジュールの上にある青色の□、ソクレバーを少し持ち上げて、□ックを解除する。 

7. □、ソクレバーを 手前に回転させる。 

レバーが止まるまで完全(こ回転させます。 

8 . —方の手で八ンドルをしっかりと持ち、もう一方の手をくぼみ部分にかけて SMP 破;張モジュール 
を支えなが6、 SMP 拡張モジュールをゆっくりとていねい(こ持ち上げて本体か6取り化す。 


I センタプレーン上の部品にぶつけないようにま意して取りがしてください。 

9. SMP 拡張モジュールを] U 下の条件を満たす場所(こていねいじ置<。 

一ほこりの少ない場所 
一平6な場所 

一水などの液体がかかるおそれのない場所 
一静電気や磁気が発生するおそれのない場所 

10. 両方の □、ソ キングレバーを軽く持ち上げて、カバーか6飛び出すように回転させ、レバーが止ま 
るまで完全に回転させる。 

11. 両方の □、ソ キングレバーを持ち上げて、カバーを取りかす。 


8 オプション 
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1 台目（標準装備)の 
SMP 拡張モジュール 


2台目（オプション）の 
SMP 拡張モジュール 


□、ソ クレバー 



1台目（標準装傲の SMP 拡 
張モジュールの取り出し 


スケーラピリテイケーブル 



八ンドル 

2台目（オプション）の SMP 
拡張モジュールの取り化し 
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□ 、ソ キング レバー 



カム 


ス □、ソ ト 

カバーの 取り外し 


取り付け 

次の手順に従って SMP 拡張モジュールを取りがけてください。 

1 . レバーの下にあるカムがバックボードのス□ットに合うように、カバーをバックボードの上(こ 
まっすぐ(こ静かに置く。 


カバーをバックボードの上に置く前(こ、 CPU の VRM が曲がっていないことを確認してくださ 
い。 


2 . □、ソキングレバーを下図の方向(こ広げて、レバーじあるカムをバックボードのス□ット(こ差し込 
む。 

3. レバーと反対側のカバーの端を押して、2力所のフックをバックボードの奕起に人れて□ックす 
る。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされます。 

□ 、ソ キング レバー 
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4. 一方の手で SMP 拡張モジュールの八ンドルをしっかりと持ち、もう一方の手をくぼみ部分にかけ 
て SMP 拡張モジュールを支えなが6持つ。 

己. ルをゆっくりとていねい(こ本体内部(こ置き、センタプレーン(こ引っかける。 



I センタプレーン上の部品にぶつけないようにを意して取りがしてください。 

巨. 下図の方向に□、ソクレバーを回し、確実(こ固定する。 

7. EMC シールドを取りがける。 

SMP 披;張モジュールを2台搭載している場合は、リア側のそれぞれの SMP 拡張ポート1、2ヘス 
ケーラビリティケーブルを接続してください。 

I チェック I 

スケーラビリティケーブルを本体背面の SMP 披;張ポートへ接続する際は、奥まで確実(こ差し} A 
み、カチ、ソと音がしてケーブルが□ックされたことを確認してください。 

8 . シッピングブラケットで SMP 拡張モジュールを固定する。 

9. SMP 破;張モジュールを1台しか搭載していない場合は、 SMP バッフルを SMP 披;張モジュールの上 
(こ置く。 

10. トップカバーを閉じ、取り外し手順で取り外した部品を取り付ける。 

11. 目 I0S Configuration/Setup ユーティリティを起動して、下の手順で取り付けた SMP 拡張モ 
ジュールや、 SMP 披;張モジュールに搭載した CPU や DIMM のエラー情報をクリアする（日章参 
照)。 

— [Advanced Setup] 一 [CEC2 Processor/Memory Card State] — [Enabled] 

— [Advanced Setup] 一 [CPU Socket State] 一 [Processor 1-8] 一 [Enabled] 

— [Advanced Setup] 一 [Memory Settings] ^ に EC 1/2] 一 [RowO-7] 一 [Enabled] 



八ンドル 


*2 2 台の SMP 拡張モジュール構成の場合は、 
EMI シールドの形状が多少異なります。 


2 台目（オプション)の SMP 拡張 
モジュールの取り化し* 1 


*3 2 台の SMP 拡張モジュール構成の場合はス 
ケーラピリティケーブルの接続が必要です。 
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DIMM 


Dual Inline Memory Module ( DIMM ) の取り付け、取り外しじついて説明します。また、メ 
モリミラーリングやメモリ ProteXion といった本装置がサポートする独自の機能じついても 
説明します。 

SMP 拡張モジュールには DDR 266( PC 210 0) の ECC SDRAM DIMM を16お取り付けること 
ができます。オプションの SMP 拡張モジュールを増設すると、32枚の SDRAM DIMM で 
64 G 目まで増設することができます。 

■: オペレーティングシステムによってシステムで使用可能な最大メモリ容量が異なります。 

rE^n 



DIMM について 

搭載する DIMM について説明します。 

• DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などじ触れて身体の 
静電気を逃がしてからボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品を 
素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は271ページで詳しく説明しています。 

• 弊社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM などを取 
りがけると、 DIMM だけでなく本体が故障するおそれがあります。また、これらの製品 
が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 512 M 巨と 
1 GB 、2 GB の DIMM をサポートし、最大で 64 G 巨まで増設できます ( SMP 拡張モジュール 
を2台搭載時)。 

• インタリーブ装置であるため、 Bank 単位に2枚の DIMM を増設してください。 


8 オプション 
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参標準では、 512 MB の DIMM を4枚搭載しています。 


Bank 1* Bank 3 Bank 1* Bank 3 



Port 1 Port 2 


Port 1: 

Bank 1=DIMM コネクタ1, 3 
Bank 2 = DIMM コネクタ2, 4 
Bank 3 = DIMM コネクタ5, 7 
Bank 4 = DIMM コネクタ6, 8 
Port 2: 

Bank 1=DIMM コネクタ9, 11 
Bank 2 二 DIMM コネクタ10, 12 
Bank 3 二 DIMM コネクタ13, 15 
Bank 4 = DIMM コネクタ14, 16 

* DIMM を標準搭載 


最適なパフォーマンスを得るためじじ(下の表に示す増設順唐に従って増設してくださ 
い。 


- 4マルチプ□セツサ構成までの場合(標準搭載の SMP 拡張モジュール(下側）のみの場 
合） 


増設順序 

Port 番号 

Bank: 番号 

ESMPR0 で表示される 
Ban 煙号 

ス□ット 

標準搭載 

1 

1 

1 

1,3 

標準搭載 

2 

1 

2 

9,11 

増設1 

1 

3 

5 

5,7 

増設2 

2 

3 

6 

13,15 

増設3 

1 

2 

3 

2,4 

増設4 

2 

2 

4 

10,に 

増設5 

1 

4 

7 

6,8 

増設6 

2 

4 

8 

14,16 


304 


















































































































- 5マルチプ□セ、ソサ t (上の構成の場合(増設 SMP 拡張モジュール(上側側）を搭載して 
し^る場合） 


増設順序 

SMP 拡張 
モジュール 

Port 番号 

Bank 番号 

ESMPR 0 で 
表示される Bank 番号 

ス□ット 

標準搭載 

下側 

1 

1 

1 

1,3 

標準搭載 

下側 

2 

1 

2 

9,11 

増設1 

上側 

1 

1 

9 

1,3 

増設2 

上側 

2 

1 

10 

9,11 

増設3 

下側 

1 

3 

己 

5,7 

増設4 

下側 

2 

3 

6 

13,1己 

増設己 

上側 

1 

3 

13 

己，7 

増設6 

上側 

2 

3 

14 

13,1己 

増設7 

下側 

1 

2 

3 

2,4 

増設8 

下側 

2 

2 

4 

10,12 

増設9 

上側 

1 

2 

11 

2,4 

増設10 

上側 

2 

2 

12 

10,12 

増設11 

下側 

1 

4 

7 

6,8 

増設じ 

下側 

2 

4 

8 

14,16 

増設13 

上側 

1 

4 

15 

6,8 

増設14 

上側 

2 

4 

16 

14,16 


♦ 適切に動作させるためじ、1つの Bank 内は同ーサイズで同ーク□、ソクスピードの DIMM 
を取り付けてください。 DIMM の仕様は DIMM に貼ってあるラベルに下記の内容が表示さ 
れています。 

例） 266 MHz • Bufferred • 512 MB - □ウアドレス12ビット-カラムアドレス10 
ビット - Single side の場合 


266 /巨/ 512/ R 12 C 10 S 



• DIMM の取り付け/取り外しは、構成情報を変更します。取り付け/取り外し後に BIOS 
Configuration / Setup ユーティリティを使用して、最新情報に更新してください。取り 
がけ/取り外し後に、本装置を再起動させると 「the memory configuration has changed 
the system 」 と表示されます 。 BIOS Configuration / Setup ユーティリティを起動し、 
「Save Settings 」 を選択して設定し直します。詳細は、5章を参照してください。 
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メモリミラーリングについて 

メモリミラーリングは、メモリポート1と2の間でデータのミラーリングを図ることによリメ 
モリ内のデータの信頼性を向上させる機能です。 

■: メモリポートと Bank 、 DIMM コネクタ番号の関係は304ぺージの図を参照してくださし、。 

rE37i^ 


メモリミラーリングを有効にすると、1つのデータはメモリポート1とメモリポート2へ同時 
じ書き a まれます。リード要求があると、メモリスクラビングによるエラー報告といっしょ 
にデータが読み a まれます。メモリスクラビングは、故障した DIMM を使用することなく、 
正常な DIMM に変更され、リードやライトの動作を行います。メモリスクラビングでは、故 
障した DIMM を報告し 、 Light Path 診断パネルにエラーを表示します。一度、故障した 
DIMM をを換すると、メモリミラーリングのコピーは、変更された DIMM に書き a まれま 
す。 


メモリミラーリングを使用する際のを意事項や留意点を下に示します。 

• メモリミラーリングを使用する場合は、メモリポート1とメモリポート2の DIMM の構成 
を同じにしてください。 

• メモリミラーリングは、設をを有効にしている場合、 OS 動作中に動作します。 

メモリミラーリングを有効にするために 、 BIOS Configuration / Setup ユーティリティを 
使って W 下の手順で設定します。 

1. 2つのポート(こ同ーサイズ、ク□、ソクスピードの DIMM を同じ枚数分、取り付ける。 

2. システムの電源を ON にし、目10 S Configuration / Setup ユーティリティを起動する。 

3. 「Advanced Setup 」 一 「Memory Se な ing 」 一 「Memory Mirroring 」 を選択し、 「 Enable 」 (こ設定す 

る。 

4. 設定内容を保存し 、 BIOS Configuration / Setup ユーティリティを終了する。 


メモリスクラビングについて 

メモリスクラビングは、本装置のメモリの故障やエラーを記録するための毎日の自動テスト 
で、本装置の停止時間を極ル化するための機能です（メモリスクラビングやメモリ ProteXion 
は他の機能が拘束されることなく動作します。そして、メモリミラーリングが有効でない場 
合にも動作します）。 

メモリスクラビングは DIMM のエラーを横化すると、そのエラーが復旧可能かどうか判定し 
ます。復旧可能なエラーの場合は、メモリ ProteXion を有効にし、故障したアドレスにある 
データは新しいアドレスに書き込まれます。エラーは、予防保守のために記録されます。本 
装置が動作するための十分な容量がある限り、このエラー記録の動作じ(外は行いません。 
復旧できないエラーの場合は 、 Light Path 彰断パネルのランプを点なさせ、 DIMM の故障を 
報告します。 
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メモリ ProteXion について 

メモリ ProteXion は、復旧巧能なメモリエラーを別のメモリアドレスに置き換える機能で 
す。 

メモリスクラビングによって復旧巧能なエラーが発見されると、同一 DIMM のスペアメモリ 
アドレスにデータを書き移します。 

取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

1. 272ページを参照して準備をする。 

2. トップカバーを開くに78ページ参照)。 

3. SMP 拡張モジュールを取り外すに98ページ参照)。 

DIMM は SMP 破;張モジュールの DIMM アクセスドアを開くだけで取り付けることができます。必 
要(こ応じて SMP 破;張モジュールを取りかしてください。 

4. DIMM アクセスドアを開<。 



己. DIMM を取り付けるソケットを確認する。 

巨. DIMM を取り付けるソケット両側にあるレバーをいっぱいに開き、ダストカバーを取り外す。 

I w-oira 

I • レバーに過度の力を加えないようま意してください。 

I • 取りがしたダストカバーは、大切に保管しておいてください。 
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7. DIMM をソケットにまっすぐ押し込む。 

I チェック I 

DIMM の向きに注意してください。 

DIM M の端子側(こは誤挿入を防止する 
ための切り欠きがあります。 

DIMM が DIMM ソケットに差し 3 A まれる 
と レバーが 自動的に閉じます。 レバーを 
内側に押して完全に閉じて < ださい。 

I VT-Ol^ 

I DIMM は 2 枚 1 組で取り付けてくださ 
I し、。また同一仕様のメモリセットを使 
I 用して<ださい。 

8 . DIMM アクセスドアを閉じ、 SMP 拡張モジュールを取り付け直す。 

9. トップカバーを閉じ、取りかした部品を取り付ける。 

10. 本装置の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、7章のエラーメッセージー覧 
を参照してください。 

11. BIOS Configuration / Setup ユーティリティを起動し、に ave Settings 」 を選択して設定し直す(己 
章参照)。 

12. ページングフアイルサイズを推奨值(搭載メモリの1.日倍)上(こ設定する。 



レバー 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

一 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 0 で表示されるエラーメッセージを確 
認して、取り付けている DIMM ソケット旧 ank ) を確認してください。 

1. 272ページを参照して準備をする。 

2. トップカバーを開< に78ページ参照)。 

3. SMP 拡張モジュールを取り外すに98ページ参照)。 

DIMM は SMP 披;張モジュールの DIMM アクセスドアを開くだけで取り付けることができます。/必 
要に応じて SMP 拡張モジュールを取り外してください。 

4. DIMM アクセスドアを開<。 

己.取り外す DIMM を確認する。 

それぞれの DIMM ソケットのレバー部分には DIMM エラー ランプがあります。ランプが点灯してい 
るソケ、ソトじある DIMM が故障していることを示します。 
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巨.取り外す DIMM のソケットの両側にある 
レバーを左ちにひろげる（の)。 

□ックが解除され D I M M を取り外せます 

傲)。 

7. 取りかしたス□ットにダストカバーを取 
り付ける。 

8 . DIMM アクセスドアを閉じ、 SMP 拡張モ 
ジュールを取り付け直す。 

9. トップカバーを閉じ、取りかした部品を 
取りがける。 

10. 本装置の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、7章のエラーメッセージー覧 
を参照して < ださい。 

11. BIOS Configuration/Setup ユーテイリテイを 起動し 、 [Advanced Setup ] 一 [Memory 
Settings ] 一 [ CEC 1/2] 一 [ RowO -7] の順でメニューを選択し、取り外した DIMM のエラー情報 
をクリアする（日章参照)。 

エラー情報をクリアした徽ま 、 「Save Settings 」 を選択して設定を保存する。 


メモリの Hot Add および Hot Replace 

本装置は、システムの電源が ON のままで DIMM を新しく追力 DW 饥 Add ) したり、交換 (Hot 
Replace ) したりすることができます。 

M-O • メモリの Hot Add および Hot Replace を; 5 なう場合は、あ 5 かじめ BIOS 
Confi 呂 uration/Setup ユーティリティで下の設定を行っておく必要びあります。 

rAdvanced Setup 」 一 「Memory Settin 呂 s」-*TMemory Hot Add 」 -*TEnabled 」 

• メモリミラーリング機能び有効になっている場合は、 Hot Add を行うことはできませ 
ん。 

• メモリミラーリング機能び有効になっていないと、 Hot Replace を行うことはできま 
せん。 

• Hot Replace を行う場 S ホ、交換ずる DIMM と同ーサイズで同ーク□ックスピードの 
DIMM を取り付けてください。 

• DIMM は 2 枚 U 且で取り付けてください。また同一仕様のメモリセットを使用してくだ 
さい。 

• 2 つの SMP 拡張モジュールを搭載している場台は、標準搭載されている下側の SMP 拡 
張モジュールへはメモリの Hot Add や、 Hot Replace を行なうことはできません。 

• メモリの Hot Add をしたいメモリポートには DIMM び実装されていないことび必要で 
ず。 

• メモリ Hot Add 機能はオペレーティングシステムび Windows Server 2003 の場台 
のみサポートしまず。 
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Hot Add 


次の手順に従って DIMM を H 饥 Add します。 

1 . 電源が ON の状態のまま本装置をラ、ソクか6引き出すに章参照)。 

2. トップカバーを開くに78ページ参照)。 

SMP 拡張モジュールを1台搭載している場合は、 SMP バッフルを取り外します。 

3. DIMM アクセスドアを開け、 Hot Add したいス□ットを確認する。 

4. DIMM を取り付けるソケット両側にあるレバーをいっぱい(こ開き、ダストカバーを取りかす。 

w-OiM 

• レバーに過度の力を加えないようま意してください。 

• 取りがしたダストカバーは、大切に保管しておいてください。 

5. DIMM をソケット(こまっすぐ押し} A む。 

I チェック I 

DIMM の向きに注意してください。 

DIM M の端子側には誤挿入を防止する 
ための切り欠きがあります。 

DIMM が DIMM ソケットに差し 3 A まれる 
と レバーが 自動的(こ閉じます。 レバーを 
内側に押して完全に閉じて < ださい。 

I vr - Ol ^ 

I □11\/11\/1は2枚1組で取り付けてくださ 
I し、。また同一仕様のメモリセットを使 
I用して<ださい。 

巨. DIMM アクセスドアを閉じる。 

SMP 拡張モジュールを1台搭載している場合は、 SMP バッフルを取り付け直してください。 

7. トップ カバーを 閉じる。 

8 . 装置をラック(こ戻す。 



レバー 


Hot Replace 

次の手順に従って DIMM を Hot Replace します。 

一 ESMPRO で表示されるエラーメッセージや、 DIMM ス□、ソトにある DIMM エラーランプで 
品ミ]故障した DIMM のス□、ソトを確認してください。 

1 . 電源が ON の状態のまま本装置をラ、ソクか6引き出すに章参照)。 

2. トップカバーを開くに78ページ参照)。 

SMP 拡張モジュールを1台搭載している場合は、 SMP パ、ソフルを取りかします。 




































3. を換したいス□ットを確認し、 DIMM アクセスドアを開ける。 


誤って正常なメモリポートの DIMM アクセスドアを開けると、 DIMM ス□ットの電源び OFF さ 
れ正常に動作でをなくなります。 


4. 取り外す DIMM のソケツトの両側にある 
レバーを左ちにひろげる（の)。 

□ックが解除され DIMM を取りかせます 

傲)。 


己.取りかしたス□ット(こ新しい DIMM を取 
り付ける。 



交換する DIMM と同ーサイズで同ーク 
□ックスピードの DIMM を取り付けて 
<ださい。 

DIMM の向き(こま意してください。 
DIMM の端子側(こは誤挿入を防止する 
ための切り欠きがあります。 

DIMM が DIMM ソケット(こ差し} A まれる 
とレバーが自動的(こ閉じます。レバーを 
内側(こ押して完全(こ閉じてください。 



レバー 


巨. DIMM アクセスドアを閉じる。 

SMP 拡張モジュールを1台搭載している場合は、 SMP バッフルを取り付け直してください。 

•L 励 

メモリの Hot Replace を行った後、 SMP 拡張モジュール上面のホットプラグイネーブルメモリ 
ランプが緑色に点滅しデータのコピーをはじめます。ランプの表示が点滅から点灯に変わった 
時点でデータのコピーが完了です。 

7. トップカバーを閉じる。 

8 . 装置をラックに戻す。 
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プ□セツサ ( CPU ) 


SMP 拡張モジュールには 、 CPU (Intel Xeon Processor MP ) を 4 つ搭載することができる 
ソケットがあります(標準で2つ搭載)。 



ソク、ソト ソケット 


[ヒント I 


オプションの CPU の中には異な 
るレビジョン（ステッピング）の 
ものが含まれている場合があり 
ます。異なるレビジョンの CPU 
を混をして取り付けた場合、 
Windows ではイベントビユーア 
のシステムログにじ(下のような 
ログが表示されますが、動作に 
は問題ありません。 
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取り付け 

次の手順に従って CPU を取りがけます。 

M-O • CPU は大変静電気に弱い電子部品でず。本装置の金属フレーム部分などに触れて身体 
居^ の静電気を逃がしてか 5 CPU を取り扱ってください。また、 CPU のピンを素手で触っ 

たり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は271 
ページで詳しく説明しています。 

• 最お2個の CPU を取り付けてください。また、 VRM も取り付けてください。 

• CPU の増設順序は前ぺージの図にある順番でず。 

• 適切に動作させるために、必ず、同一 CPU タイプを取り付けてください。キャッシュ 
サイズ、タイプとク□ックスピードそして、内部とが部ク□ック周波数にま意してくだ 
さい。 

• Processor 杜1び起動プ□セツサとなりまず。 


1. 272ページを参照して準備をする。 

2. トップカバーを開 < に78ページ参照)。 

3. SMP 拡張モジュールを取り外し、カバーを取り外すに98ページ参照)。 

4. CPU ソケットの位置を確認し、ソケットカバーをはがす。 



オプションの SMP 拡張モジュールの CPU ソケット#4には夕’ミーヒートシンクび取り付け5れ 
ています。ダミーヒートシンクは内部の冷却効果を高めるために必要な部品です。プ□セッサ 
をソケット拌4に取り付ける場合 ly 州ホ、ダミーヒートシンクを取りがさないでください。 

己. ソケットのレバーを持ち上げる。 
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目. CPU をソケットの上(こていねいにゆつく 
りと置く。 

I チェック J 


7. CPU を軽くソケット(こ押しつけてか6レ 
バーを倒して固定する。 

8 . ヒートシンクを CPU の上に置く。 

ヒートシンクの底面に保護カバーが取り 
付け6れている場合は、カバーを外して 
ください。 

ヒートシンクの固定ネジのカムとソケッ 
卜のス□、ソトが合うように向きを合わせ 
てください。 


ネジ 



CPU の向きにミ主意してください 。 CPU 
とソケットは誤挿入を防止するために 
CPU とソケットにはピンマークがあり 
ます。 CPU とソケット側のピンマーク 
を確認して正しく取り付けてくださ 
い。 

保護カバー 


ヒートシンクの底面には熱伝導性を高めるためのクールシート（水色)が貼6れています。ヒー 
トシンクを取りがける前に、クールシート(こついている保護テープを取りかしてください。 


9. ヒートシンクにあるネジをドライバで軽く押し込みなが6回してヒートシンクを固定する。 



I ネジを回しすざて CPU を破損しないようにま意してくださし、。 


10. VRM を取りがけた CPU と対応するソケット(こ差し込む。 

I チェック I 

VRM がまっすぐに取り付け6れていることを確認してくださし、 















































































































11. SMP 披;張モジュールにカバーを取り付け、本装置内に取り付け直す。 

12. 取りかした部品を取り付ける。 

13. 本装置の電源を ON (こして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、7章のエラーメッセージー覧 
を参照して < ださい。 

14. BIOS Configuration / Setup ユーティリティを起動し、 l"Save Settings 」 を選択して設定し直す(己 
章参照)。 


取り外し 

故障した CPU または VRM を取り外すときは、 SMP 拡張モジュールのバックボード上にある 
故障ランプを参照してください。 

取り外し手順は r 取り付け」の逆の手順で行ってください。 

n-O • CPU の故障 m がで取りがさないでください。 

• オプションの SMP 拡張モジユールの Processor 杜4に CPU を取り付けていない場台 
は、夕’ミーヒートシンクを取り付けておいてください。ダミーヒートシンクは CPU の 
冷却効果を高めるための適切なエアフ□一を起こすために必要な部材です。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートび CPU に粘着している場台 
びあります。ヒートシンクを取りがず際は、ちちに軽く回して、ヒートシンクび CPU 
か5離れたことを確認してか5行ってください。 CPU に粘着したままヒートシンクを 
取りがずと CPU やソケットを破損ずるおそれびあります。 
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CPU の取りかしほたはを撒後に次の手順を行ってください。 

BIOS Configuration / Setup ユーテイリテイを起動して 「Advanced Setup 」一 「CPU 
Socket State 」 の順でメニューを選択し、 Disabled になった CPU のス□ツトを 
忙 nabled 」 に設をする （5 章参照)。 

最後に、に aving Setting 」 を選択し、変更内容を保存ずる。 

CPU を交換した場合はさらに次の手順を行ってください。 

「System Summary 」一 「Processor Summary 」 の順でメニューを選択し、増設した CPU 
の ID 、 スピードおよび L 2 车ヤツシュサイズと L 3 车ヤツシュサイズが正常になっているこ 
とを磕認する （5 章参照)。 

最後に、に aving Setting 」 を選択し、変更内容を保存する。 



16- Way アップグレードキッ 


8 


本製品は、2台の装置をオプションの 16- Way アップグレード羊、ソトを使用して接続するこ 
とにより、最大で16マルチプ□セ、ソサまでアップグレードすることが巧能です。これら2台 
の装置は専用のケーブルの接続と、目 IOS 設をの変更によって実現されます。 

ここでは、16マルチプ□セ、ソサにアップグレードするじあたり、考慮しておくべき内容につ 
いて説明します。 

アップグレードのためのケーブルの接続方まや、目 IOS の設定手順、その他を意事項につい 
ては、オプションの 16- Way アップグレードキットじ添付の説明書を参照してください。 

16マルチプ□セ、ソサへのアップグレードを行う前に、 W 下の点にを意してください。 

♦ 2台の装置を接続する場合は、オプションの 16- Way アップグレード羊、ソトに添がの2.5の 
のスケーラビリティケーブル4本と、オプションの CPM / メモリバックボードに添付の 
25 cm のスケーラビリティケーブル2本が必要です。 

♦ それぞれの装置は2つの SMP 拡張モジュールを搭載し、を SMP 拡張モジュールごとに最 
低4枚の DIMM が搭載されていることが必要です。また SMP 拡張モジュールあたり3つの 
プ□セ、ソサ（システムとして 12 Way 構成)か、4つのプ□セ、ソサ（システムとして 16 -Way 
構成)が搭載されていることが必要です。 

♦ 2台の装置を接続するためには、リモートスーパーバイザアダプタ I(RSA I )をネット 
ワークに接続するか、 Ethernet ク□スケーブルを使用してお互いを接続することが必要 
です。 

♦ 必ず PS /2 タイプの羊ーボードをプライマリサーバに接続する必要があります。16マル 
チプ□セ、ソサ構成で運用する場合は、 US 目羊ーボードは接続しないでください。 

♦ 2台の装置が16マルチプ□セ、ソサ構成で接続され、セカンダリサーバにビデオ装置が接 
続されない場合は、起動時にエラービープ音が発生することがありますが、無視可能な 
エラーであり、動作に問題はありません。 

♦ 2台の装置が、 PCI ス□ット拡張ユニットを使用せずにケーブルで接続された場合は、 
PCI ス□ットは、次の順唐でス车ャンされます。 

プライマリ サーバの PCI - X ス□、ソト1、2、3、4、5、6 ーセカンダリ サーバの PCI - X ス 
□、ソト1、2、3、4、5、6 

♦ 2台の装置がケーブルで接続され、1台の PCI ス□ット拡張ユニットを共用している場 
合、 PCI ス□ットは次の順唐でス丰ャンされます。 

プライマリサーバの PCI - X ス□、ソト1、2、3、4、5、6 一 PCI ス□ット拡張ユニットの 
PCI - X / A ス□、ソト1、2、3、4、5、6ーセカンダリサーバの PCI - X ス□、ソト1、2、3、 
4、5、6 一 PCI ス□、ソト拡張ユニットの PCI - X / B ス□、ソト1、2、3、4、5、6 
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ディスクアレイのためのケーブル巧続 

「ディスクアレイコント□-ラボード ( N 8103-81)」は、データの信頼性を向上させるためじ用意された才 
プションの PCI ボードです。 

このボードを取りがけると、本装置の 3.5 インチディスクベイの八ードディスクドライブやオプションの 
D に K 増設ユニットの八ードディスクドライブを r ディスクアレイ構成」で使用することができます。 


内蔵ディスクをディスクアレイ構ぶにずる場合 


本装置じは、化荷時に2本の SCSI ケーブルがが属しています。 

• 1本目の SCSI ケーブルは、一方の端が SCSI バックプレーン上のコネクタじ接続されてお 
り、もう一方の端は I / O ボード上の SCSI A コネクタに接続されています（化荷時の構 
ぶ）。 



[ヒント I 


I / O ボード上の SCSI B コネクタは、外部 SCSI デバイス接続用です。 


参2本目の SCSI ケーブルは本装置のシャーシの内側に沿って配線されていますが、その両 
端はどこにも接続されていません(ディスクアレイコント□ーラと 3.5 インチディスクべ 
イを抬続する場合し必要)。 


ディスクアレイコント□ーラボードを取りがけた本装置で、 3.5 インチディスクベイに取り 
付けている八ードディスクドライブをディスクアレイ構成に変える場合は、この2本のケー 
ブルの接続を変更する必要があります。 


ケーブル接続の方法を tTR こ示します。 


1. 272ページを参照して準備をする。 

2 . 本装置をラックか6引き化すに章参照)。 

3. 左ちのトップカバーを開< に78ページ参照)。 

4. Fans、Fan 4のラッチを解除して、レバーを持ちなが 6 Fan 3と Fan 4を取り外す。 
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レ バー 


ラ、ソチ (赤色) 



己. SCSI バックプレーンのコネクタと、 I / O ボードの SCSI A コネクタに接続している SCSI ケーブル 
を取りかす。 


I 取りがしたケーブルは大切に保管しておいてください。 

目. ディスクアレイコント□-ラを取りがける。 

「オプションの取り付け」の 「 PCI ボード」を参照して、ボードの取り付け位置の確認や取りがけを 
巧ってください。 

7 . シャーシ内に配線されている SCSI ケーブルの一方 ( PCI ス□、ソト#6の位置じある）のコネクタから 
保護テープを取りかし、ケーブルをディスクアレイコント□ーラ(こ接続する。 


SCSI バック 
プレーンへ接続 


取り付け済みの 
SCSI ケーブル 


ディスクアレイコント□-ラ 
のコネクタへ接続 



8 オプション 
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8 . 同様に、もう一方のコネクタ （Fan 3の前にある）か6保護テープを取り外し、ケーブルを SCSI 
バックプレーンに接続する。 


装置前面 



9 . 取り外した Fan 3と Fan 4を取り付ける。 

10. 本装置の電源を ON (こして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、7章のエラーメッセージー覧 
を参照して対処して<ださい。 

11. ディスクアレイコンフイグレーシヨンユーテイリテイを使用してコンフイグレーシヨンをする。 
ディスクアレイコント□ー ラに添付の説明書を参照してください。 
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ニットをディスクアレイ構成にずる場合 


8 



N 814 1-32/36 D に K 増設ユニットは最大14台取りがけることのできるき用の崖体（キャビ 
ネット）です。ディスクアレイコント□ーラボードを取り付けた本装置は D に K 増設ユニット 
を最大8台まで接続できます ( D に K 増設ユニットについての詳しい説明については、 D に K 増 
設ユニ、ソトの説明書を参照してください）。 

I M-O D 旧 K 増設ユニットには、 A - ドディスクドライブび添付されていません。別途購入してく 
ださい。 


D に K 増設ユニットと接続するためには、次のいずれかのオプションケーブルが必要です。 

• K 410-93(01) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 

• K 410-93(03) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 

• K 410-93(06) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 

DISK 増設ユニットを接続後、 DISK 増設ユニットをディスクアレイ構成に設をしてくださ 
い。設をの詳細とその方法については、ディスクアレイコント□ーラボードに添付の説明書 
を参照してください。 

DISK 増設ユニットをディスクアレイ構成に設をすると、 DISK 増設ユニットじ取りがけた 
八ードディスクドライブのうちのどれかが故障してデータが破壊されても、ディスクアレイ 
コント□ーラボードが持つ r オートリビルド」機能によってデータを復旧することができます 
(電源が ON のまま故障したディスクを交換(ホ、ソトスワップ）してください）。 
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■ Memo - 
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